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林 屋 礼 二 教 授 略 歴
東 京 に 生 ま れ る
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q e 1 脚 府 立 高 等 学 校 高 等 科 卒 業
東 北 大 学 法 学 部 編 入 学
東 北 大 学 法 学 部 卒 業
東 北 大 学 法 学 部 助 手
学 習 院 大 学 法 学 部 講 師
学 習 院 大 学 法 学 部 助 教 授
学 習 院 大 学 法 学 部 教 授
東 北 人 学 法 学 部 教 授
東 北 大 学 大 学 院 法 学 研 究 科 扣 当
破 産 法 ・ 強 制 執 行 法 講 座 担 任
東 北 大 学 無 料 法 律 相 談 所 長 ( ~ 平 成 3 年 3 月 )
東 北 大 学 評 議 員 ( ~ 5 3 年 H 月 )
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民 事 訴 訟 法 学 会 監 事 ( ~ 5 5 年 5 月 )
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民 事 訴 訟 法 学 会 理 事 ( ~ 5 8 年 5 月 )
、
、 、 ? 、
? ? 、
? 、
?
ー ー ? ?
? ? ? ? ?
昭和56年7月
昭和57年2月
昭和58年]0月
昭和60年2月
昭和61年3月
5月
昭和62年1月
5月
6月
ヨーロ,パ諸国へ在外研究員として出張(~9月)
学術審議会専門委員(~59年1月)
日本私法学会監事(~62年10月)
学術審議会専門委員(~62年1月)
財団法人民事紛争処理研究基金評議員(~平成3年5月)
民事訴訟法学会理事(~平成4年10月)
司法試験(第二汰試験)考査委員(~現在)
財団法人大学基準協会基準委員会委員(~平成元年4月)
民事訴訟法講座担任
財団法人民事紛争処理研究基金選考委員会委員(~現在)
日本私法学会理事(~平成元年9月)
簡易裁判所判事推薦委員会委員(~4年Ⅱ月)
仙台弁護士会資格審査会委員(~5年3月)
東北大学大学院情報科学研究科教員選考委員会委員長(~5年3月)
退官
10月
平成元年12月
平成3年3月
平成4年1月
平成6年3月

1.著書
昭和43年
市民のための法律入門(共著)
昭和U年
仮差押・仮処分〔実務法律大系8](共編)
昭和49年
強制執行・競売[実務法律大系7](共編)
昭和50年
市民のための法律入門[改訂版](共著)
昭和51年
日常法律入門(共著)
昭和馳年
強制執行・競売の基礎[基礎法律学大系2田(共編)
破産法(共著)
昭和57年
民事訴訟法[有斐閣新書](共著)
昭和舶年
民事執行法の基礎[基礎法律学大系2母(共編)
昭和59年
教材法学資料ハソドプック(共編)
昭和印年
判例による法学入門[新版](共編)
民事訴訟法ゼミナール(共編)
平成3年
民事訴訟法概要
民事執行法(編)
注解民事訴訟法(D [第2版](共編)
注解民事訴訟法(2)[第2版](共編)
注解民事訴訟法(3)[第2版](共編)
注解民事訴訟法(4)[第2版](共編)
注解民事訴訟法(5)[第2版](共編)
研 究 業 績
有斐閣
青林書院
青林書院
有斐閣
有斐閣
青林書院
青林書院新社
有斐閣
青林書院新社
第一法規
青林書院新社
有斐閣
有斐閣
青林書院
第一法規
第一法規
第一法規
第・一法規
第一法規
2平 成 5 年
破 産 法 ( 共 著 )
デ ー タ ム , ク 民 事 訴 訟 [ ジ ェ リ
注 解 民 事 訴 訟 法 ( 6 ) [ 第 2 版 ]
注 解 民 事 訴 訟 法 ( フ ) [ 第 2 版 ]
注 解 民 事 訴 訟 法 ( 8 ) [ 第 2 版 ]
Ⅱ . 論 文 な ど ( 口 印 = 論 文 )
昭 和 3 8 年
訴 訟 上 の 契 約 解 除 と 訴 訟 代 理 権 の 範 囲 ( 最 二 小 判 昭 和
3 6 年 4 月 7 日 民 集 1 5 巻  4  号 7 1 6 頁 )
口 西 ド イ ツ に お け る 違 憲 判 決 の 効 力
昭 和 3 9 年
民 法 七 七 0 条 一 項 の 主 張 は 五 号 の 主 張 を 含 力 か ( 最 三
小 判 昭 和 3 6 年 4 月 2 5 日 民 集 1 5 巻 4 号 8 9 1 頁 )
口 籬 婚 訴 訟 の 訴 訟 物
ス ト 増 干 鳴
( 共 編 )
( 共 編 )
( 共 編 )
青 林 書 院
有 斐 閣
第 一 法 規
第 一 法 規
第 ・ 一 法 規
昭 和 4 0 年
口 憲 法 訴 訟 に お け る 裁 判 の 拘 束 力 と 民 事 訴 訟 に お け る
裁 判 の 既 判 力
憲 法 訴 訟 に お け る 裁 判 の 拘 束 力 と 民 事 訴 訟 に お け る 裁
判 の 既 判 力 < 学 会 報 告 >
争 い を 解 決 す る た め の 手 段
昭 和 4 3 年
中 川 先 生 の 身 分 法 学 を 語 る < 座 談 会 >
法 学 2 7 巻 1 号
口 親 子 関 係 不 存 在 確 認 の 訴 と 戸 籍 訂 正
法 律 時 報 3 5 巻 H 号
昭 和 4 4 年
利 益 衡 量 の 結 果 金 銭 補 償 可 能 と 判 断 し た 事 例 ( 保 証 の
額 の 決 定 基 準 ) ( 最 一 小 判 昭 和 2 7 年 1 2 月 2 5 日 民 集 6 巻
1 2 号 1 2 3 1 頁 )
士 地 ・ 建 物 を め ぐ る 紛 争 の 解 決
法 学 2 8 巻 4 号
学 習 院 大 学 法 学 部 研 究 年 報
1 ぢ
学 習 院 大 学 法 学 部 研 究 年 報
2  万 '
民 事 訴 訟 雑 誌 Ⅱ 号
家 庭 法 律 大 事 典 ( 第 一 法 規 )
学 習 院 大 学 法 学 部 研 究 年 報
4  万 '
学 習 院 大 学 法 学 部 研 究 年 報
4  万 '
保 全 判 例 百 選 ( 別 冊 ジ ニ リ
ス ト 2 2 号 )
実 用 法 律 事 典 4 士 地 と 建 物
( 第 一 法 規 )
*法律分野共同執筆
昭和45年
口借地法八条ノニ第三項にいう「他ノ借地条件」とは
何か,また,「相当ノ処分」とは何か
口共有不動産に関する訴訟の当事者適格
口個別競売と一括競売
破産財団の意義および範囲
手形訴訟および小切手訴訟に関する特則
裁判所
強制執行の実務入門1執行序説<座談会>
*法律分野共同執筆
強制執行の実務入門2金銭執行(1)<座談会>
昭和46年
強制執行の実務入門3金銭執行(2)<座談会>
譲渡禁止の特約のある債権に対する転付命令の効力(最
判昭和45年4月10日民集24巻4号2如頁)
強制執行の要件
民事訴訟法第一五二条~第一五九条注解
フポロ百科事典1巻~3巻
(平凡社)
不動産法体系3借地・借家
(青林書院新社)
不動産法体系6訴訟(青林
書院新社)
抵当権の実行上[小野木常
・斎藤秀夫先生還暦記念]
(有斐閣)
破産法講義(青林書院)
民事訴訟法講義(青林書院)
民事訴訟法講義(青林書院)
実務法律時報]号
不動産用語辞典(第一法規)
実務法律時報2号
3
口身分関係存否確認の訴
口親子関係存否確認の訴
民事訴訟のあらまし
法の解釈と適用
一個の債権に対し数個の差押があった場合と第三債務
者の民事訴訟法六二一条一項の供託による免責(最
三小半卵召和45年12月15日判時6]7号諦頁)
実務法律時報3号
民商法雑誌63巻6号
強制執行法講義(青林書院)
注解民事訴訟法(2)(第一
法規)
実務民事訴訟講座6 細本
評論社)
注釈民法(22)の1親族(3)
(有斐閣)
判例による法学入門(青林
書院新社)
判例による法学入門(青森
書院新社)
判例時報630号(判例評論
N9号)
4昭 和 4 7 年
取 立 債 権 者 の t る 執 行 供 託 の 可 否 ( 昭 和 3 7 年 5 月 2 9 日
民 事 甲 1 4 認 号 民 事 局 長 回 答 先 例 集 3 巻 9 7 号 )
民 法 第 四 ・ 一 四 条 注 釈
民 事 訴 訟 法 第 二 三 ・ 一 条 注 解
上 告 審 に お け る 特 別 代 理 人 の 選 任 ( 最 三 小 命 昭 和 4 6 年
3 月 2 3 日 判 時 6 2 8 号 四 頁 )
不 利 益 変 更 の 禁 止 ( 最 三 小 判 昭 和 3 8 年 1 0 月 ] 5 日 民 集 1 7
巻  9  号 1 2 2 0 頁 )
共 有 地 の 境 界 確 定 の 訴 と 固 有 必 要 的 共 同 訴 訟 ( 最 ・ 一 小
判 昭 和 4 6 年 1 2 月 9 日 民 集 2 5 巻 9  号 1 4 5 7 頁 )
強 制 執 行 法 の 輪 郭
口 保 全 処 分 相 互 間 お よ び 保 全 処 分 と 他 の 手 続 と の 関 係
供 託 先 例 百 選 ( 別 冊 ジ ュ リ
ス ト 3 5 号 )
基 本 法 コ ソ メ ソ タ ー ル 民 法
2
口 保 全 処 分 に 対 す る 債 務 者 の 救 済
昭 和 4 8 年
一 部 判 決
基 本 法 コ ン メ ソ タ ー ル 民 事
訴 訟 法
続 民 事 訴 訟 法 判 例 百 選 ( 別
冊 ジ ュ リ ス ト 3 6 号 )
続 民 事 訴 訟 法 判 例 百 選 ( 別
冊 ジ ュ リ ス ト 3 6 号 )
民 商 法 雑 誌 釘 巻 3 号
認 知 の 訴 の 出 訴 期 間 と 憲 法 一 三 条 ・ ー ー 四 条
民 事 訴 訟 と 権 利 濫 用 ・ 信 義 則
* 法 律 分 野 共 同 執 筆
仮 執 行 の 担 保
学 習 院 大 学 法 学 部 研 究 年 報
別 冊 1 号
仮 差 押 ・ 仮 処 分 [ 実 務 法 律
体 系 8 ] ( 青 林 書 院 )
仮 差 押 ・ 仮 処 分 [ 実 務 法 律
体 系 釘 ( 青 林 書 院 )
民 事 訴 訟 法 学 ひ と す じ に ^ 斎 藤 秀 夫 教 授 御 退 職 記 念
座 談 会 ^
破 産 財 団 の 意 義 と 範 囲
法 定 財 団 と 現 有 財 団
口 相 続 財 産 の 破 産
判 例 演 習 講 座 民 事 訴 訟 法 ( 世
界 思 想 社 )
家 族 法 判 例 百 選 [ 新 版 ] ( 別
冊 ジ ュ リ ス ト 4 0 号 ' )
演 習 民 事 訴 訟 法 ( 上 ) ( 青 林
書 院 )
小 百 科 事 典 ( 平 凡 社 )
演 習 民 事 訴 訟 法 ( 下 ) ( 青 林
゛ 院 )
法 学 3 7 巻 ] 号
演 習 破 産 法 ( 青 林 書 院 )
演 習 破 産 法 ( 青 林 書 院 )
演 習 破 産 法 ( 青 林 書 院 )
共有者全員が提起した共有権の確認訴訟,共有老全員
が提起した共有権に基づく所有権移転登記請求訴訟
は固有必要的共同訴訟か(最一小羽伊召和46年10月7
日民集25巻 7・号885頁)
裁判と弁護士
戸籍・住民票・印鑑証明
昭和49年
弁論主義の妥当範囲
共同訴訟人独立の原則
必要的共同訴訟
共有関係と訴訟
昭和47年度重要判例解説
(ジュリスト535号)
選定当事者
暮Lのための法律(第一法
規)
暮しのための法律(第一法
規)
当事者参加訴訟の一審判決に対し一人が控訴した場合
における他の二者間の請求と控訴審の審判(最二小
判昭和48年7月20日民集27巻7号863頁)
口民事訴訟に充ける権利濫用と信義則(D く判例綜合
研究>
遺言の執行
セミナー法学全集7民事訴
訟法
ク民事訴訟法ワークフ ソ
(有斐閣)
ク民事訴訟法ワークフ ソ
(有斐閣)
ワークブ,ク民事訴訟法
(有斐閣)
ワークブック民事訴訟法
(有斐閣)
昭和四年度重要判例解説
(ジュリスト 565号・)
口民事訴訟における権利濫用と信義則(2)く判例綜合
研究>
非金銭債権の種類と執行方法
昭和50年
固有必要的共同訴訟理論の展開
民商法雑誌71巻1号
親族・相続事故百科(金融
財政)
民商法雑誌n巻3号
強制執行手続の選択
強制執行・競売[実務法律
体系7](青林書院)
強制執行・競売[実務法律
体系7](青林書院)
法学教室第2期7号
?
6図 民 事 訴 訟 に 船 け る 権 利 濫 用 と 信 義 則 ( 3 ) く 判 例 綜 合
研 究 >
民 法 の 実 現
民 事 訴 訟 法 第 二 二 三 条 ・ 第 二 二 六 条 ・ 第 二 四 九 条 ~ 第
二 五 六 条 注 解
認 知 の 訴 の 出 訴 期 間 と 憲 法 一 三 条 ・ 一 四 条 ( 最 大 判 昭
和 3 0 年 7 月 2 0 日 民 集 9 巻 9 号 Ⅱ 2 2 頁 )
口 民 事 訴 訟 に お け る 権 利 濫 用 と 信 義 則 ( 4 ・ 完 ) く 判
例 綜 合 研 究 >
訴 訟 法 と 実 体 法
裁 判 上 の 自 白
再 審 事 由
民 商 法 雑 誌 7 1 巻 4 号
否 認 、 と 抗 弁
民 法 学 の 基 礎 知 識 ( D  ( 有
斐 閣 )
注 解 民 事 訴 訟 法 ( 4 ) ( 第 一
法 規 )
家 族 法 判 例 百 選 [ 新 版 増 補 ]
( 別 冊 ジ ュ リ ス ト 4 0 号 )
民 商 法 雑 誌 7 1 巻 6 号
裁 判 と 弁 護 士
民 事 訴 訟
昭 和 5 1 年
民 事 訴 訟 法 第 六 二 条 ・ 第 六 三 条 注 解
民 事 訴 訟 法 の 基 礎 [ 入 門 編 ]
( 青 林 書 院 )
民 事 訴 訟 法 の 基 礎 [ 入 門 編 ]
( 青 林 書 院 )
民 事 訴 訟 法 の 基 礎 [ 入 門 編 ]
( 青 林 書 院 )
民 事 訴 訟 法 の 基 礎 [ 入 門 編 ]
( 青 林 書 院 )
暮 ら し の 事 典 ( ぎ ょ う せ い )
ブ リ タ ニ カ 国 際 大 百 科 事 典
ビ ー コ ニ ス . ブ
強 制 執 行 停 止 の 保 全 処 分 ( 東 京 高 泱 昭 和 3 2 年 9 月 4 日
高 裁 民 集 1 0 巻 7 号 4 1 9 頁 )
裁 判 と 法
上 訴 ・ 再 審
昭 和 能 年
民 事 訴 訟 法 第 三 三 六 条 ~ 第 三 四 二 条 注 解
判 例 コ ソ メ ソ タ ー ル 民 事 訴
訟 法 1  ( 三 省 堂 )
倒 産 判 例 百 選 ( 別 冊 ジ ュ リ
ス ト  5 2 ・ 号 )
法 学 入 門 ^ 法 学 日 本 国 憲
法 ^ ( 有 斐 閣 )
民 事 訴 訟 法 講 義 ( 有 斐 閣 )
注 解 民 事 訴 訟 法 ( 5 ) ( 第 一
法 規 )
?
? ?
?
?
?
?
民事訴訟と消費者
紛争解決に船ける民事訴訟の役割
申立・差押(1D
民法第四一四条注釈
判決の効力の及ぶ人的範囲
昭和53年
親子関係存否確認
譲渡禁止特約付債権の差押
共益債権による強制執行をすることができるか。また,
共益債権である国税の滞納処分はどうか。
共益債権と更正会社に対する開始決定前の債務とを相
殺することができるか
民事訴訟法講話1第一章民事訴訟法(1)
^民事訴訟制度の目的,訴権論など^
消費者保護法の基礎[実用
編](青林書院)
消費者保護法の基礎[実用
編](青林書院)
強制執行・競売の基礎[実
用編](基礎法律学体系26)
(青林書院)
基本法コソメソタール[新
版]債権総論
民事訴訟法を学ぶ(有斐閣)
7
民事訴訟法講話2第一章民事訴訟法(2)
^民事訴訟手続,訴訟事件の非訟化など^
民事訴訟法講話3第二章訴えの提起(D
^職分管轄,事物管轄,士地管轄など^
昭和餌年
民事訴訟法講話4第二章訴えの提起(2)
^当事者能力,訴訟能力,代理権など^
上訴の利益
裁判を受ける権利と非訟事件
民事訴訟法講話5第二章訴えの提起(3)
^第・一審の審判の対象,訴訟物など^
代物弁済の否認(先取特権の目的物による代物弁済の
場合)
判例コソメンタール(6)民
法4 (三省堂)
民法の争点
会社吏正法の基礎[実用編]
(青林書院)
会社更正法の基礎[実用編]
(青林書院)
Lawscho011 号
Lawscho012 号
Lawscho01 3 号
Lawscho01 4 号
民事訴訟法の争点
憲法の争点
Lawscho01 7 号
破産・和議法の基礎[実用
編](青林書院)
8相 続 と 破 産
民 事 訴 訟 法 講 話 6 第 二 章 訴 え の 提 起 ( 4 )
^ 旧 訴 訟 物 理 論 ・ 新 訴 訟 物 理 論 な ど ^
民 事 訴 訟 法 講 話 7 第 二 章 訴 え の 提 起 ( 5 )
^ 一 部 請 求 , 訴 訟 費 用 の 負 担 な ど ^
民 事 訴 訟 法 講 話 8 第 二 章 訴 え の 提 起 ( 6 )
^ 訴 状 の 受 理 ・ 審 査 ・ 被 告 へ の 送 達 な ど ^
民 事 訴 訟 法 講 話 9 第 二 章 訴 え の 提 起 ( フ )
^ 答 弁 書 の 提 出 ・ 二 重 起 訴 の 禁 止 な ど ^
民 事 訴 訟 法 講 話 W 第 二 章 訴 え の 提 起 ( 8 )
^ 訴 え の 客 観 的 併 合 ・ 訴 え の 主 観 的 併 合 ^
民 事 訴 訟 法 講 話 H 第 二 章 訴 え の 提 起 ( 9 )
^ 固 有 必 要 的 共 同 訴 訟 と 共 有 訴 訟 な ど ^
民 事 訴 訟 法 講 話 1 2 第 二 章 訴 え の 提 起  Q O )
一 訴 え の 主 観 的 予 備 的 併 合 ・ 主 観 的 追 加 的 併 合 一
民 事 訴 訟 法 講 話 1 3 第 二 章 訴 え の 提 起 ( 1 D
^ 選 定 当 事 者 . 「 ク ラ ス . ア ク シ , ソ 」
昭 和 聞 年
民 事 訴 訟 法 講 話 H 第 三 章 訴 訟 の 審 理 ①
^ 訴 訟 要 件 の 意 義 と 内 容 ・ 民 事 裁 判 権 な ど ^
離 婚 原 因 の 主 張 方 法 ( 最 三 小 判 昭 和 3 6 年 4 月 2 5 日 民 集
1 5 巻  4  号 8 9 1 頁 )
口 上 訴 制 度 の 歴 史 ^ ロ ー マ を 中 心 寸 こ し て ^
破 産 ・ 和 議 法 の 基 礎 [ 実 用
編 ] ( 青 林 書 院 )
L a w s c h o 0 1  8  号
L a w s c h o 0 1  9  号
L a w s c h o 0 1 1 0 号
L a w s c h o 0 1 1 1 号
L a w s c h o 0 1 1 2 号
民 事 訴 訟 法 講 話 1 5 第 三 章 訴 訟 の 審 理 ②
^ 当 事 者 の 確 定 と 氏 名 冒 用 訴 訟 な ど ^
争 い を 解 泱 す る た め の 手 段
L a w s c h o 0 1 1 3 号
現 代 家 庭 法 律 大 事 典 ( 第 一
法 規 )
憲 法 判 例 百 選 Ⅱ ( 別 冊 ジ ュ
リ ス ト 6 9 号 )
L a w s c h o 0 1 2 0 号
L a w s c h o 0 1 1 4 号
家 事 審 判 法 に よ る 審 判 の 合 憲 性 ( 最 大 決 昭 和 卯 年 6 月
3 0 日 民 集 1 9 巻  4  号 ] 0 8 9 頁 )
民 事 訴 訟 法 講 話 ] 6 第 三 章 訴 訟 の 審 理 ( 3 )
^ 訴 え の 利 益 ・ 当 事 者 適 格 ^
L a w s c h o 0 1 ] 5 号
L a w s c h o 0 1 1 6 号
家 族 法 判 例 百 選 〔 第 3 版 ] ( 別
冊 ジ ュ リ ス ト 6 6 号 )
裁 判 と 上 訴 ( 上 ) [ 小 室 直 人
小 山 昇 先 生 還 暦 記 念 ] ( 有
斐 閣 )
L a w s c h o 0 1 1 9 号
予備的請求を認容した控訴審判決に対する被告の上告
と上告審の審判の範囲(最二小判昭和54年3月16日
民集33巻 2 号270頁)
民事訴訟法講話17第三章訴訟の審理(4)
ー^訴訟要件の調査・任意的当事者変更など^
民事訴訟法講話18第三章訴訟の審理(5)
^本案の申立てと攻撃防禦方法の提出など^
口民事訴訟の歴史^古代ゲルマソ法と口ーヤ法にお
ける訴訟手統^
民事訴訟法講話19第三章訴訟の審理(6)
^処分権主義.弁論主義の内容など^
図「訴訟事件の非訟化」と裁判を受ける権利
民事訴訟法講話20第三章訴訟の審理(フ)
^随時提出主義・職権進行主義・釈明権など^
民事訴訟法講話幻第三章訴訟の審理(8)
一自由心証主義,裁判官の除斥・忌避・回避などー
破産と相続
民事訴訟法講話22第三章訴訟の審理(9)
^請求の認諾・放棄,当事者の欠席など^
昭和56年
民事訴訟法講話23第三章訴訟の審理 ao)
一弁論の制限・分離・併合,反訴,訴えの取下げー
嫡出否認の訴および右訴について出訴期間を定めた民
法の規定と憲法一三条・一四条一項(最一小判昭和
55年3月27日判時970号151頁)
民事訴訟法講話24第三章訴訟の審理(1D
^訴えの変更・中間確認の訴え^
民事訴訟法講話25第三章訴訟の審理(12)
^訴訟手統の中断・中止,訴訟承継^
金銭執行の種類と手続構造
民事訴訟法講話26第三章訴訟の審理(13)
^訴訟承継をめぐる問題,訴訟上の和解など^
昭和謎年度民事主要判例解
説(判例タイムズ411号)
Lawscho0121号
9
Lawscho0122号
法学U巻2号
Lawscho0123号
手続法の理論と実践上巻[吉
川大二郎博士追悼](法律文
化社)
Lawscho0124号
Lawscho0125号
金融商事判例別冊一破産法
Lawscho0126号
Lawscho0128号
判例時報985号(判例評論
264号)
Lawscho0130号
Lawscho0131号
民事執行法を学ぶ(有斐閣)
Lawscho0132号
1 0
推 定 相 続 人 の 廃 除 を 家 事 審 判 事 件 と す る こ と の 合 憲 性
( 最 一 小 決 昭 和 5 5 年 7 月 1 0 日 判 夕 4 2 5 号 7 7 頁 )
民 事 訴 訟 法 第 二 三 一 条 注 釈
民 事 訴 訟 法 講 話 2 7 第 三 章 訴 訟 の 審 理 ( 1 4 )
^ 独 立 当 事 者 参 加 ・ 共 同 訴 訟 的 当 事 者 参 加 ^
口 民 事 訴 訟 に お け る 権 利 濫 用 と 信 義 則 の 関 係
控 訴 状 の 配 逹 遅 延 と 訴 訟 行 為 の 追 完 事 由 の 存 否 の 調 査
( 最 三 小 判 昭 和 5 5 年 1 0 月 2 8 日 ) < 判 例 紹 介 >
民 法 第 四 一 四 条 注 釈
民 事 訴 訟 法 第 四 三 0 条 ~ 第 四 四 三 条 注 解
強 制 執 行 の 意 義 ・ 要 件
昭 和 5 7 年
民 事 訴 訟 法 講 話 2 8 第 三 章 訴 訟 の 審 理  a 5 )
一 補 助 参 加 の 利 益 ・ 参 加 人 の 地 位 ・ 参 加 的 効 力 ー
民 事 訴 訟 法 講 話 2 9 第 三 章 訴 訟 の 審 理 ( 1 6 )
一 補 助 参 加 を め ぐ る 問 題 点 ・ 共 同 訴 訟 的 補 助 参 加 一
民 事 訴 訟 法 講 話 3 0 第 三 章 訴 訟 の 審 理 ( 1 7 )
^ 訴 訟 引 き 込 み の 制 度 と 理 論 ^
破 産 財 団 の 意 義 ・ 範 囲
* 共 伺 執 筆
借 地 法 九 条 の 二 第 一 項 ・ 一 四 条 の 二 ・ 同 条 の 三 の 合 憲
性 ( 最 一 小 決 昭 和 5 6 年 3 月 2 6 印 < 判 例 紹 介 >
民 事 訴 訟 法 講 話 3 1 第 三 章 訴 訟 の 審 理  a 8 )
^ 証 拠 に よ る 証 明 . 証 明 の 対 象 ・ 立 証 責 任 ^
所 有 権 等 確 認 訴 訟
昭 和 5 5 年 度 民 事 主 要 判 例 解
説  C 判 例 タ イ ム ズ 4 3 9 号 )
基 本 法 コ ソ メ ソ タ ー ル 〔 新
版 ] 民 事 訴 訟 法
L a w s c h o 0 1 3 4 号
新 ・ 実 務 民 事 訴 訟 講 座 1 ( 日
本 評 論 社 )
民 商 法 雑 誌 別 巻 5 号
基 本 法 コ ソ メ ソ タ ー ル [ 新
版 改 訂 ] 債 権 総 論
注 解 民 事 訴 訟 法 ( フ ) ( 第 ・ ー
法 規 )
講 義 民 事 執 行 法 ( 青 林 書 院 )
訴 権 の 濫 用 ( 最 ・ 一 小 判 昭 和 5 3 年 7 月 1 0 日 民 集 3 2 巻 5  号
8 8 8 頁 )
民 事 訴 訟 法 講 話 3 2 第 三 章 訴 訟 の 審 理 ( 1 9 )
^ 立 証 責 任 の 分 配 ・ 立 証 責 任 の 転 換 な ど ^
L a w s c h o 0 1 如 号
L a w s c h o 0 1 4 1 号
L a w s c h o 0 1 4 2 号
講 義 破 産 法 ( 青 林 書 院 )
民 事 法 小 辞 典 ( 一 粒 社 )
民 商 法 雑 誌 8 6 巻 レ 号
L a w s c h o 0 1 4 3 号
新 選 民 事 訴 訟 法 演 習 問 題 ( ー
粒 社 )
民 事 訴 訟 法 判 例 百 選 [ 第 2
版 ] ( 別 冊 ジ ュ リ ス ト フ 6 号 )
L a w s c h o 0 1 4 4 号
民事訴訟法講話33第三章訴訟の審理(2の
^一応の推定・間接反証など^
相続と破産,代物弁済の否認(先取特権の目的物によ
る代物弁済の場合)
民事訴訟法講話34第三章訴訟の審理(2D
一立証責任の分配の考えかた・証拠の意義などー
民宗訴訟法講話35第三章訴訟の審理(22)
^証拠の申出と証拠泱定・証拠調べの実施・証人
尋問など^
口憲法訴訟の手続法理
昭和58年
嘱託人の確認、手続に関する記載に誤りがある遺言公正
証書の効力が認、められた事例(最二小判昭和57年1
月22日判時1045号86頁)
民事訴訟法講話36第三章訴訟の審理(23)
^証人の義務・鑑定・当事者尋問など^
譲渡禁止の特約ある債権に対する転付命令(最二小判
昭和45年4月10日民集24巻 4 号240頁)
民事訴訟法講話37第三章訴訟の審理(24)
一書証の申出・文書提出命令と文書提出義務などー
「保全訴訟」(新・実務民事訴訟講座N)<書評>
民事訴訟法講話38第三章訴訟の審理(25)
一文書提出命令につしての考えかた・検証などー
民事訴訟法
Lawscho0146号
新版破産・和議法の基礎[実
用編](青林書院)
Lawscho0147号
Ⅱ
Lawscho0148号
Lawscho0150号
訴えの取下げ
判例時報1058号(判例評論
287号)
質物の差押と質権者の優先権の主張方法
Lawscho0153号
昭和59年
斎藤秀夫先生に聞く<座談会>
口民事訴訟の歴史^ラソゴバルド法とフランク法に
おける訴訟手続^
基本判例から見た民事執行
法(有斐閣)
Lawscho0154号
季刊実務民事法]号
Lawscho0155号
法律論文の考え方,・書き方
(有斐閣)
新版・民事訴訟法演習2(有
斐閣)
民事執行法の基礎[基礎法
律学大系2釘(青林書院)
季刊実務民事法5号
法学48巻4号
1 2
裁 判 所 の 種 類 と 性 格
第 一 審 裁 判 所 の 新 受 件 数 ( D
消 費 者 信 用 取 引 訴 訟
昭 和 6 0 年
第 一 審 裁 判 所 の 新 受 件 数 ( 2 )
債 権 者 代 位 訴 訟 ・ 取 立 訴 訟 を め く
つ て く ミ
ジ ウ ム >
訴 え の 種 類
口 判 決 手 続 と 決 定 手 続 の 交 錯
^ 各 審 理 方 式 の 機 能 分 化 ^
不 法 行 為 型 訴 訟
民 事 訴 訟 と 民 事 調 停
人 事 訴 訟 と 家 事 調 停 ・ 審 判
民 事 訴 訟 と 督 促 手 続
境 界 確 定 訴 訟 と 当 事 者 適 格 ( 1 ) 隣 接 す る 甲 乙 両 地 の 各
所 有 者 間 の 境 界 確 定 訴 訟 に お い て 甲 地 の う も 右 境 界
の 一 部 に 接 続 す る 部 分 に つ き 乙 地 の 所 有 者 の 取 得 時
効 が 認 め ら れ た 場 合 と 右 境 界 部 分 の 境 界 確 定 を 求 め
る こ と の 許 否 ( 2 ) 公 簿 上 相 隣 接 す る 二 筆 の 士 地 の 中
間 に 第 三 者 所 有 の 士 地 が 介 在 す る か に み え る 場 合 と
右 二 筆 の 士 地 の 所 有 名 義 人 間 に 船 い て 境 界 確 定 を 求
め る こ と の 許 否 ( ( 1 ) 最 三 小 判 昭 和 謁 年 1 0 月 1 8 日 判
時 1 1 1 1 号 1 0 2 頁 , ( 2 ) 最 一 小 判 昭 和 5 9 年 2 月 1 6 日 判
時 Ⅱ 四 号 9 0 頁 )
讓 渡 禁 止 特 約 付 債 権 の 差 押
法 学 教 室 四 号
法 学 教 室 5 0 号
法 学 教 室 5 1 号
. シ ソ ; H
法 学 教 室 5 2 号
民 事 訴 訟 雑 誌 3 1 号
法 学 教 室 認 号
講 座 民 事 訴 訟 ④ 審 理 ( 弘 文
堂 )
法 学 教 室 5 4 号
法 学 教 室 5 5 号
法 学 教 室 5 6 号
法 学 教 室 5 7 号
判 例 時 報 Ⅱ 5 1 号 ( 判 例 評 論
3 1 7 号 )
第 一 審 裁 判 所 の 新 受 件 数 ( 3 )
訴 訟 代 理 人 の 選 任
裁 判 を 受 け る 権 利 と 非 訟 事 件
訴 訟 費 用 と 訴 訟 上 の 救 助
民 事 訴 訟 法 第 二 三 一 条 注 釈
口 頭 弁 論 期 日
民 法 の 争 点 ( 2 ) ^ 債 権 総
論 ・ 債 権 各 論
法 学 教 室 5 8 ・ 号
法 学 教 室 5 9 号
憲 法 の 争 点 [ 新 版 ]
法 学 教 室 印 号
基 本 法 コ ソ メ ソ タ ー ル [ 第
三 版 ] 民 事 訴 訟 法 2
法 学 教 室 飢 号
?
裁判官数と担当事件数
民事訴訟運営の現実
昭和61年
口譲渡担保・所有権留保と第三者異議の訴え
当事者の数
長期間訴訟手続休止状態が続した後の訴訟追行権の再
行使が信義則に反するとして訴えが却下された事例
(東京高判昭和60年4月24日判時H55号264頁)
共同訴訟の理論
証拠調べ(D
民事執行法第一四九条~第一五三条注釈
証拠調べ(2)
訴訟上の和解と第一審判決
控訴審手続(D
控訴審手続(2)
上告審手続
審理期間と裁判所予算
口民事執行の現状
法学教室62号
法学教室63・号
民商法雑誌93巻臨時増刊号
①
法学教室64号
判例時報Ⅱ73号(判例評論
321別
B
法学教室65号
法学教室66号
基本法コソメソタール民事
執行法
法学教室67号
法学教室68号
法学教室69号
法学教室70号
法学教室7]号
法学教室72号
法と法過程^社会諸科学
からのアプローチ^[広
中俊雄教授還暦記念論集]
(創文社)
昭和62年
審判
萩原金美著「スウェーデソの司法」<書評>
民事訴訟と権利濫用・信義則
口遺産確認の訴えの適法性
昭和63年
家事審判法による審判の合憲性(最大決昭和如年6月
30日民集19巻4号10即頁)
口建物収去執行と執行官の地位
注解家事審判法(青林書院)
ジュリスト883号
演習民事訴訟法(青林書院)
家庭裁判所月報39巻8号
憲法判例百選Ⅱ[第2版](別
冊ジュリスト69号)
民事執行実務18号
U民 法 第 四 一 四 条 注 釈 ( 共 同 執 筆 )
口 不 当 提 訴 に よ る 賠 償 請 求 ( 最 三 小 判 昭 和 6 3 年 1 月 2 6
日 民 集 柁 巻 1 号 1 頁 )
離 縁 無 効 確 認 の 訴 え に お け る 確 認 、 の 利 益 ( 最 三 小 判 昭
和 6 2 年 7 月 1 7 日 判 時 1 2 5 0 号 4 1 頁 )
口 上 訴 制 度 の 目 的
債 務 名 義 に 基 づ く 強 制 執 行 と 権 利 の 濫 用 ( 最 一 小 判 昭
和 6 2 年 7 月 1 6 日 ) < 判 例 紹 介 >
口 民 事 訴 訟 の 現 況 の 日 独 比 較
第 三 者 が 提 起 す る 養 子 縁 組 無 効 の 訴 え と 訴 え の 利 益 ( 最
三 小 判 昭 和 6 3 年 3 月 1 日 判 時 1 2 7 3 号 5 9 頁 )
昭 和 6 4 年 ・ 平 成 元 年
口 民 事 訴 訟 法 と 憲 法
民 事 訴 訟 法 と 一 般 条 項
基 本 法 コ ソ メ ソ タ ー ル [ 第
3 版 ] 債 権 総 論
ジ ュ リ ス ト 9 0 8 号
口 西 ド イ ツ の 近 年 の 民 事 裁 判 統 計
離 婚 を 認 容 す る 第 一 審 判 泱 が あ っ た 場 合 と 婚 姻 費 用 分
担 金 仮 払 い の 保 全 処 分 に つ い て の 家 事 審 判 法 一 五 条
の 三 第 二 項 所 定 の 「 事 佶 の 変 更 」 の 有 無 ( 東 京 高 決
平 成 元 年 1 月 2 5 日 判 時 1 3 0 3 号 8 1 頁 )
判 例 時 報 1 2 7 3 号 ( 判 例 評 論
3 5 3 号 )
民 事 訴 訟 法 の 争 点 [ 新 版 ]
平 成 2 年
境 界 確 定 ・ 士 地 所 有 権 確 認 訴 訟 と 係 争 地 の 時 効 取 得 ( 最
三 小 判 平 成 元 年 3 月 2 8 日 ) < 判 例 紹 介 >
仮 差 押 え に 劣 後 す る 抵 当 権 者 の 地 位 ( ① 名 古 屋 高 決 昭
和 5 2 年 1 2 月 2 日 下 民 集 2 8 巻 9  ~ 1 2 号 1 2 5 0 頁 ; ② 同 昭
和 5 6 年 1 1 月 3 0 日 判 夕 4 5 9 号 5 7 頁 )
供 託 物 取 戻 請 求 権 の 処 分 と 還 付 請 求 権 の 行 使 ( 明 治 '
年 5 月 2 3 日 民 事 5 8 2 号 民 事 局 長 回 答 先 例 集 1 巻 1 7 号 )
認 知 者 死 亡 後 の 認 知 無 効 の 訴 え の 適 法 性 ( 最 一 小 判 平
成 元 年 4 月 6 日 民 集 4 3 巻 4 号 1 9 3 頁 )
口 西 ド イ ツ の 家 庭 事 件 の 概 況
民 商 法 雑 誌 9 8 巻 6 号
法 曹 時 報 4 0 巻 1 0 号
判 例 時 報 1 2 8 8 号 ( 判 例 評 論
3 認 号 )
法 学 教 室 1 0 0 号
民 法 注 解 ・ 財 産 法 1
書 院 )
民 事 訴 訟 雑 誌 3 5 号
判 例 時 報 1 3 2 1 号 ( 判 例 評 論
3 6 9 号 )
( 青 林
民 商 法 雑 誌 ] 0 1 巻 4 号
新 倒 産 判 例 百 選 ( 別 冊 ジ ュ
リ ス ト 1 0 6 号 )
供 託 先 例 判 例 百 選 ( 別 冊 ジ
ユ リ ス ト 1 0 7 号 )
平 成 元 年 度 重 要 判 例 解 説 ( ジ
ユ リ ス ト  9 5 7 号 )
法 学 5 4 巻 5 号
破産と相続
平成3年
民事執行法第一四九条~第一五三条注釈
控訴・上告審関係統計一覧
破産管財人に対する銀行の預金の払戻しが無劾とされ
た事例(東京高判平成元年9月25日判タフ13号273頁)
口破産と免責
口憲法訴訟と上告の利益
林屋礼二先生をかこんで<座談会>
平成4年
再審の原告適格(2)^検察官相手の死後認知訴訟^
(最二小判平成元年Ⅱ月10日民集43巻10号10舗頁)
民事訴訟法第二三一条注釈
金融商事判例別冊二新版破
産法
基本法コソメソタール[新
版]民事執行法
民事訴訟雑誌37号
法律時報別冊私法判例リ
マークス1号
外国法事務弁護士^制定後の問題再燃^
平成5年
破産法講話(1回)
破産法講話(2回)
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民事手続法学の革新下巻[Ξ
ケ月章先生古稀祝賀](有斐
閣)
破産法講話(3回)
破産法講話(4 回)
破産法講話(5回)
平成6年
手統法学の研究と教育^林屋礼二先生に聞く^
<座談会>
民事研修410号
樫12号
民事訴訟法判例百選Ⅱ(別
冊ジュリスト115号)
基本法コソメソタール[第
4版]民事訴訟法2
法学教室147号
民事判決原本の保存について
破産法講話(6 回)
破産法講話(7回)
民事研修431号
民事研修4諦号
民事研修435号
民事研修心7号
民事研修439号
法学57巻6号
ジュリスト1040号
民事研修"1号
民事研修U3号
1 6
Ⅲ . 随 想
三 百 代 言 語 源 ぎ
中 川 先 生 と ヒ ュ ー マ ニ ズ ム
法 律 相 談 の 方 法
古 き 良 き 時 代
巻 頭 言
大 学 院 の 改 革 を め ぐ っ て
巻 頭 言
巻 頭 言
巻 頭 言
都 市 と 公 園
街 を 花 で 飾 る
レ マ ソ 湖 の 花 火
西 欧 社 会 の 常 識
日 本 の 良 さ を 知 る
自 然 と 文 化 の 都 仙 台
仙 台 と 観 光
巻 頭 言
巻 頭 言
三 太 郎 の 小 径
巻 頭 言
並 木 物 語
中 川 先 生 の こ と
無 料 法 律 相 談 所
生 き た 法 学 教 育
法 制 博 物 館 構 想
文 化 と 自 然 の 都 「 仙 台 」 の 街 づ く り
ジ ュ リ ス ト 5 0 6 号
法 学 セ ミ ナ ー 1 9 7 6 年 4 月 号
法 学 七 ミ ナ ー 1 9 7 6 年 5 月 号
府 立 高 等 学 校 五 十 周 年 記 念
大 学 院 問 題 に 関 す る 調 査 研
究 報 告 別 冊 ・ 大 学 院 問 題 所
感
棒 2 号
棒 3 号
樫 4 ・ 号
河 北 新 報 夕 刊 ( け や き 並 木 )
河 北 新 報 夕 刊 ( け や き 並 木 )
河 北 新 報 夕 刊 ( け や き 並 木 )
河 北 新 報 夕 刊 ( け や き 並 木 )
河 北 新 報 夕 刊 ( け や き 並 木 )
河 北 新 報 夕 刊 ( け や き 並 木 )
河 北 新 報 夕 刊 ( け や き 並 木 )
樫 5 号
棒 6 号
月 刊 ア ー テ ー ク ル 8 号
樫 7 号
月 刊 ア ー テ バ ク ル 9 号
月 刊 ア ー テ ー ク ル 1 0 号
月 刊 7 ー テ ィ ク ル Ⅱ 号
月 刊 ア ー テ ー ク ル 1 2 号
月 刊 ア ー テ ー ク ル 1 3 号
ほ く と う 1 9 8 7 年 春 季 号
?
? ?
?
三太郎の小径
比較法的研究とスィス
「法制博物館」の夢
レマソ湖の花火
日本の良さの認識
趙州四門
外国から学ぶこと
ウーーンのオペラ劇場
西欧社会の常識
"パの多難な・一日ヨ^戸
九州旅行とJRの知恵
行くべきか,行かざるか
「はつかり」は煙をはいて
巻頭言
巻頭言
東京流と大阪流の債権回収手統
中川先生と仙台法経専門学校
巻頭言
広報]26号
月刊7ーテークル16号
シュリスト890号
月刊7ーテークル17号
月刊7ーティクル19号
法律家をめざす君に「贈る
ことぱ」(法学書院)
月刊アーティクル20号
月刊アーテバクル21号
棒8号
月刊アーテ H クル22号
月刊7ーティクル25号
月刊アーテークル28号
月刊アーティクル29号
見刊アーテークル30号
棒9号
棒10号
月刊債権管理28号
あゆみ六十年(仙台法経学
園)
裡Ⅱ号
棒12号
広報6蘭号
ジュリスト997号
書斎の窓432号
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巻頭言
巻頭言
「中善並木」と中川善之助先生
生け花と法廷
データム,ク民串訴訟
